
分野を超えた連携

3. 研究内容
１．中性⼦検出⽤ダイヤモンドセンサーの研究開発
・超⾼純度⾼品質膜の作製
・不純物制御プロセス最適化
・素⼦分離と電極製作プロセスの最適化
・pin型ダイヤモンドセンサーの製作・評価
・中性⼦コンバータの成膜と集積回路実装

２．耐放射線集積回路の研究開発と核分裂中性⼦測定システムの開発
・商⽤CMOSプロセスを⽤いた耐放射線構造を有するトランジスタ開発
・CMOSトランジスタのγ線照射試験、耐放射線性評価
・中性⼦センサー⽤⼩型集積回路への応⽤
・中性⼦コリメータやγ線遮へいの仕様検討(モンテカルロシミュレーション)
・核分裂中性⼦測定システム製作、γ線や中性⼦に対する応答評価

３．複合型センサーを搭載した⽔中ロボットによる遠隔計測技術の開発
・表層下部⾳波探査装置（SBP）の整備と軽量⼩型化
・⼩型中性⼦センサーとの統合とROV (Remotely Operated Vehicle)への搭載
・ROVの位置情報、測定データを現場から離れたVR施設に送信するシステムの構築
・PCV 模擬⽔槽における遠隔探査・計測試験

先端計測技術の融合で実現する
⾼耐放射線燃料デブリセンサーの研究開発

RIDERS: Remote Inspection of Debris under Extreme Radiation
by Diamond Sensor Integrated with SONAR Systems

1. 課題⽬標
福島第⼀原⼦⼒発電所（1F）の炉内状況の把握、燃料デブリ取出しの早期実現、臨界リスク管

理に資するため、燃料デブリから放出される⾃発核分裂中性⼦の計測に狙いをさだめ、⾼γ線環
境下でも安定に動作する⼩型ダイヤモンドセンサーと中性⼦コンバータからなる中性⼦検出⽤セ
ンサーを開発し、マルチフェイズドアレイ・ソナーや表層下部⾳波探査装置（SBP）を利⽤した
⽔中⾳響探査技術やVR（Virtual Reality）システムなどによる遠隔操作技術と組み合わせること
で⽔⾯下にある燃料デブリの存在を「その場」で明らかにする遠隔デブリ探査技術を整備するこ
とを⽬的とする。

2. 研究実施体制・事業計画
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⾼耐放射線エレクトロニクスの
基盤要素技術の確⽴

世界最⾼⽔準の研究者育成
原⼦⼒コミュニティーの連携拡⼤

⽔槽試験

模擬デブリ

ROV

福島第⼀原⼦⼒発電所廃炉 重要研究開発課題（NDF）
③画期的なアプローチによる放射線計測技術研究
がつなぐ

熱中性⼦検出⽤
ダイヤモンドセンサー


